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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。文
中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。
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ハンズオン内容

• .NETとOracle Databaseについて

• Visual Studioを利用したOracle DBアプリ開発
• Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定

• アプリケーションの開発

• ODP.NETを利用したアプリケーションの開発

• Oracle スクリプトの管理

• デバッグ

• PL/SQLのデバッグ

• チューニング

• 単体SQLのチューニング

• アプリケーション全体を通したチューニング

• アプリケーションの配布

• ODP.NETを利用したアプリケーションの配布

• .NET Stored Procedureの配布
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ハンズオンについて

• 目的
• このハンズオンでは、Oracle Data Provider for .NET（ODP.NET）の最新機能を利

用し、Oracle Databaseと.NETアプリケーションとの親和性の高さを体験することが
できます

• Visual Studioを利用し、Oracle Databaseに対応したアプリケーションの開発、デバ
ッグ、チューニング、アプリケーションの配布まで、全ての工程を一通り説明します

• 前提条件
• Visual Studio 2005 以上

• Standard Edition 以上（Express Editionは除く）

• Oracle Database 10g Release1 以上

• サンプル・スキーマの「HR」を利用

• Oracle Developer Tools for Visual Studio 11.1.0.7.20 以上
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• Visual Studio とも完全統合

IIS

開発作業 配布

データベース接続

C++ / C#

VB.NET

アプリケーション

ＩＩＳ(ASP/ASP.NET)

MTS/COM

Oracle Data Provider for .NET

(ODP.NET)

Oracle Services for MTS

Oracle Database

Extensions for .NET

(ODE.NET)

ストアド開発作業 データベース接続

Microsoft

Visual Studio

Oracle Developer Tools 

for Visual Studio .NET

(ODT)

アプリケーション

充実した開発ツール

Visual Studio 2005, 2008, 2010 および.NET Framework 2.0/3.x/4.0に対応
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最新の.NET環境にいち早く対応
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ODP.NET, ODTを使用するにはODACをインストール

Oracle Data Access Components(ODAC)のインストール
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Oracle Universal Installerを利用したGUIインストール

Oracle Data Access Components (ODAC)のインストール
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ハンズオン内容

• .NETとOracle Databaseについて

• Visual Studioを利用したOracle DBアプリ開発
• Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定

• アプリケーションの開発

• ODP.NETを利用したアプリケーションの開発

• Oracle スクリプトの管理

• デバッグ

• PL/SQLのデバッグ

• チューニング

• 単体SQLのチューニング

• アプリケーション全体を通したチューニング

• アプリケーションの配布

• ODP.NETを利用したアプリケーションの配布

• .NET Stored Procedureの配布
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Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定
- サーバー エキスプローラーからの確認 （１） -

10

１、サーバー エキスプローラーを開き

２、「データ接続」→接続の追加を選択します。
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Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定
- サーバー エキスプローラーからの確認 （２） -

11

「データソース名」は tnsnames.oraファイルに

記述された接続記述子を設定します。

(次ページ参照）

「データソース」に「Oracle データベース
(Oracle ODP.NET)を選択。
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接続情報を設定する
設定した接続文字列が後で必要になります

tnsnames.ora

ORCL =

(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)

(HOST = localhost)(PORT = 1521))

)

(CONNECT_DATA =

(SERVICE_NAME = orcl.jp.oracle.com)

)

)

Connect
ユーザ名 / パスワード@ORCL

リスナー

ネットワーク

定義ファイル

host1

Oracle_Home¥network¥admin¥tnsnames.ora
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Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定
- サーバー エキスプローラーからの確認 （３） -

13

「データソース名」は tnsnames.oraファイルに

記述された接続記述子を設定します。

(前ページ参照）

もしくは、<host address>/<sid> でも接続可

例）localhost/orcl

「データソース」に「Oracle データベース
(Oracle ODP.NET)を選択。

ユーザーID ： hr

パスワード ： <password>

ロール ： Default

接続名 ： 変更なし

本ハンズオンでは、サンプルスキーマ「HR」スキーマを利用します。
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Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定
- サーバー エキスプローラーからの確認 （４） -

14

サーバー エクスプローラーからOracle Database
のオブジェクト一覧が確認できます。
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ハンズオン内容

• .NETとOracle Databaseについて

• Visual Studioを利用したOracle DBアプリ開発
• Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定

• アプリケーションの開発

• ODP.NETを利用したアプリケーションの開発

• Oracle スクリプトの管理

• デバッグ

• PL/SQLのデバッグ

• チューニング

• 単体SQLのチューニング

• アプリケーション全体を通したチューニング

• アプリケーションの配布

• ODP.NETを利用したアプリケーションの配布

• .NET Stored Procedureの配布
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- アプリケーションの完成イメージ -

サンプルスキーマ：HR

テーブル ：EMPLOYEES

上記テーブルの内容を表示。「給料アップ」ボタンで選択された行のSalaryを

+100する「ストアドプロシージャ」を呼び出す。
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（１） -

新しいプロジェクト → Windows フォーム アプリケーション
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（２） -

「DataGridView」をフォームにドラッグ＆ドロップ
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（３） -

「DataGridView」タスクメニューを表示

「プロジェクトデータソースの追加」を選択
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（４） -
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（５） -

データ接続で、先ほど設定したデータ接続を
指定

接続文字列をアプリケーション構成ファイルに
保存する
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（６） -

テーブル→「EMPLOYEES」を指定

「EMPLOYEES」テーブルが「DataGridView」に
表示
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（７） -

「BindingNavigator」をフォームに
ドラッグ＆ドロップ

「BindingSource」に
「eMPLOYEESBindingSource」を指定

今までの作業で「EMPLOYEES」テーブルの内容を一覧表示するアプリが完成します。
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（８） -

「Button」をフォームにドラッグ＆ドロップ

「Text」プロパティ＝「給料アップ」

Clickイベントに25,26ページのコードを追加
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コンポーネント名 : Oracle.DataAccess

25

ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（９） -
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（１０） -

// DB接続

OracleConnection conn = new OracleConnection(“user id=hr;password=xxxxx;data source=orcl");

OracleCommand cmd = new OracleCommand("SP_UPDATESALARY", conn);

cmd.CommandType = CommandType.StoredProcedure;

OracleParameter pEmpNo = cmd.Parameters.Add("PEMPNO", "");

pEmpNo.OracleDbType = OracleDbType.Int16;

int iEmpNo;

conn.Open();

「給料アップ」ボタンに追加するコード（続きは次ページ）
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- 簡単 DBアプリケーションの開発（１１） -

// 選択行のSalary Up

foreach (DataGridViewRow selRow in dataGridView1.SelectedRows)

{

iEmpNo = int.Parse(selRow.Cells[0].Value.ToString());

pEmpNo.Value = iEmpNo;

// ストアドプロシージャの実行

cmd.ExecuteNonQuery();

}

// DataSetの内容をDataGridViewに反映

eMPLOYEESTableAdapter.Fill(dataSet1.EMPLOYEES);

// コネクション・クローズ

conn.Close();



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved.

ハンズオン内容

• .NETとOracle Databaseについて

• Visual Studioを利用したOracle DBアプリ開発
• Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定

• アプリケーションの開発

• ODP.NETを利用したアプリケーションの開発

• Oracle スクリプトの管理

• デバッグ

• PL/SQLのデバッグ

• チューニング

• 単体SQLのチューニング

• アプリケーション全体を通したチューニング

• アプリケーションの配布

• ODP.NETを利用したアプリケーションの配布

• .NET Stored Procedureの配布
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- Oracleスクリプトの管理（１） -

「ソリューション」に新しいプロジェクトを追加
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- Oracleスクリプトの管理（２） -

「Oracleデータベース・プロジェクト」を選択



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 31

ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- Oracleスクリプトの管理（３） -

ソリューション エクスプローラーに「Oracleデータベース・プロジェクト」が表示されます。
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- Oracleスクリプトの管理（４） -

「Oracleデータベース・プロジェクト」→「Procedures」を右クリック→「SQL スクリプトの追加」
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- Oracleスクリプトの管理（５） -

「ストアド・プロシージャ・スクリプト」を選択
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- Oracleスクリプトの管理（６） -

「PL/SQL ストアドプロシージャ」を記述。
（内容は次ページ参照）

コードエディタ→右クリック→「実行」

実行際では、先ほど追加した
接続先を指定
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- Oracleスクリプトの管理（７） -

-- Drop the existing procedure (if any)

DROP PROCEDURE SP_UPDATESALARY;

-- Procedure definition

CREATE PROCEDURE SP_UPDATESALARY (

PEMPNO IN NUMBER) IS

BEGIN -- executable part starts here

update employees set salary = salary + 100 where employee_id=PEMPNO;

END;
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- Oracleスクリプトの管理（８） -

「出力」ウィンドウでプロシージャが作成されたことを確認。
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ODP.NETを利用したアプリケーションの開発
- Oracleスクリプトの管理（９） -

「サーバーエクスプローラー」とソリューションエクスプローラーから作成したスクリプトを確認。

今までの作業で、アプリケーションとストアドプロシージャの作成が完了。
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ハンズオン内容

• .NETとOracle Databaseについて

• Visual Studioを利用したOracle DBアプリ開発
• Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定

• アプリケーションの開発

• ODP.NETを利用したアプリケーションの開発

• Oracle スクリプトの管理

• デバッグ

• PL/SQLのデバッグ

• チューニング

• 単体SQLのチューニング

• アプリケーション全体を通したチューニング

• アプリケーションの配布

• ODP.NETを利用したアプリケーションの配布

• .NET Stored Procedureの配布
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PL/SQLのデバッグ
- PL/SQLの単体デバッグ（１） -

「Visual Studio メニュー」→「ツール」→「オプション」を選択
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PL/SQLのデバッグ
- PL/SQLの単体デバッグ（２） -

「Oracle Developer ツール」→「PL/SQLのデバッグ」を選択。

「IP Address」にOracle Databaseが稼働しているサーバーのIPアドレスを指定。

->Visual Studio が稼働しているClient PCのIP Address(ipconfig 等でご確認してください。）
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PL/SQLのデバッグ
- PL/SQLの単体デバッグ（３） -

「ソリューションエクスプローラ」から先ほど作成した「SP_UPDATESALARY」を選択して右クリック

「デバッグのコンパイル」を選択
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「PL/SQL」のソースコードにブレークポイントを指定。

PL/SQLのデバッグ
- PL/SQLの単体デバッグ（４） -
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「SP_UPDATESALARY」を選択して右クリック→「デバッグの実行」を選択

PL/SQLのデバッグ
- PL/SQLの単体デバッグ（５） -
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「デバッグ」権限が無い場合は、上記エラーが表示されます。

PL/SQLのデバッグ
- PL/SQLの単体デバッグ（６） -
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C:¥Documents and Settings¥hota>sqlplus system/XXXXXXXX

SQL*Plus: Release 11.2.0.1.0 Production on 木 10月 28 09:02:26 2010

Copyright (c) 1982, 2010, Oracle.  All rights reserved.

Oracle Database 11g Enterprise Edition Release 11.2.0.1.0 - Production

With the Partitioning, OLAP, Data Mining and Real Application Testing options

に接続されました。

SQL> grant debug connect session to user001;

権限付与が成功しました。

「デバッグ」権限が無い場合、

「debug connect session」権限を付与してください。

PL/SQLのデバッグ
- PL/SQLの単体デバッグ（７） -



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved. 46

「プロシージャの実行」で引数を指定

ブレークポイントでコードが一時停止

変数のウォッチ、ステップ実行が可能

PL/SQLのデバッグ
- PL/SQLの単体デバッグ（８） -
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「クイックウォッチ」で変数の内容を確認

PL/SQLのデバッグ
- PL/SQLの単体デバッグ（９） -
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プロシージャが正常に実行されたことを確認

PL/SQLのデバッグ
- PL/SQLの単体デバッグ（１０） -
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PL/SQLのデバッグ
- アプリケーションからPL/SQLの透過的デバッグ（１） -

「Visual Studio メニュー」→ツール→Oracle アプリケーションのデバッグを選択

PL/SQLソースを特定するための接続を指定するためのメッセージボックスが表示
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PL/SQLのデバッグ
- アプリケーションからPL/SQLの透過的デバッグ（２） -

「オプション」→「Oracle Develper ツール」→「PL/SQLのデバッグ」でデータベース接続を指定
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PL/SQLのデバッグ
- アプリケーションからPL/SQLの透過的デバッグ（３） -

ストアドプロシージャを呼び出している、「ExecuteNonQuery()」にブレークポイントを設定
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PL/SQLのデバッグ
- アプリケーションからPL/SQLの透過的デバッグ（４） -

アプリケーションを実行し、任意の行を選択後に「給料アップ」ボタンをクリック
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PL/SQLのデバッグ
- アプリケーションからPL/SQLの透過的デバッグ（５） -

「ExecuteNonQuery()」の箇所でアプリケーションが一時停止。ステップイン（「F11キー」）を実行
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PL/SQLのデバッグ
- アプリケーションからPL/SQLの透過的デバッグ（６） -

呼び出されたストアドプロシージャ内のブレークポイントで一時停止。
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ハンズオン内容

• .NETとOracle Databaseについて

• Visual Studioを利用したOracle DBアプリ開発
• Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定

• アプリケーションの開発

• ODP.NETを利用したアプリケーションの開発

• Oracle スクリプトの管理

• デバッグ

• PL/SQLのデバッグ

• チューニング

• 単体SQLのチューニング

• アプリケーション全体を通したチューニング

• アプリケーションの配布

• ODP.NETを利用したアプリケーションの配布

• .NET Stored Procedureの配布
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チューニング
- 単体SQLのチューニング / 実行計画の確認（１） -

「サーバーエクスプローラー」から「問合せウィンドウ」を選択
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チューニング
- 単体SQLのチューニング / 実行計画の確認（２） -

以下のSQLを入力後に実行計画を確認

「select count(*) from sales where cust_id like ‘1%’」

「問合せウィンドウ」から実行計画が確認できます。
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チューニング
- 単体SQLのチューニング / SQLのチューニング（１） -

同じSQLで今度は、「SQLのチューニング」ボタンをクリック
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チューニング
- 単体SQLのチューニング / SQLのチューニング（２） -

C:¥Documents and Settings¥hota>sqlplus system/oracle

SQL*Plus: Release 11.2.0.1.0 Production on 木 10月 28 11:43:18 2010

Copyright (c) 1982, 2010, Oracle.  All rights reserved.

Oracle Database 11g Enterprise Edition Release 11.2.0.1.0 - Production

With the Partitioning, OLAP, Data Mining and Real Application Testing options

に接続されました。

SQL> grant advisor to user001;

権限付与が成功しました。
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SQLチューニングアドバイザからのアドバイスを確認

チューニング
- 単体SQLのチューニング / SQLのチューニング（３） -
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SQLチューニングアドバイザからのアドバイスレポート確認

チューニング
- 単体SQLのチューニング / SQLのチューニング（４） -
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アドバイスレポートからSQLを抽出し、実行

チューニング
- 単体SQLのチューニング / SQLのチューニング（５） -
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再度同じSQLで、SQL チューニングアドバイザを実行

チューニング
- 単体SQLのチューニング / SQLのチューニング（６） -
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先ほどのアドバイス情報が変わっていることを確認

チューニング
- 単体SQLのチューニング / SQLのチューニング（７） -
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最終的にアドバイス情報がなくなることを確認

チューニング
- 単体SQLのチューニング / SQLのチューニング（８） -
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ハンズオン内容

• .NETとOracle Databaseについて

• Visual Studioを利用したOracle DBアプリ開発
• Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定

• アプリケーションの開発

• ODP.NETを利用したアプリケーションの開発

• Oracle スクリプトの管理

• デバッグ

• PL/SQLのデバッグ

• チューニング

• 単体SQLのチューニング

• アプリケーション全体を通したチューニング

• アプリケーションの配布

• ODP.NETを利用したアプリケーションの配布

• .NET Stored Procedureの配布
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サーバーエクスプローラーから「Oracle Performance Analyzer」を起動

SYSDBAロールでの接続を求められたら、SYSDBAで再接続（次ページ参照）

チューニング
- アプリケーション全体のチューニング（１） -
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SYSDBA権限を持ったユーザーで接続を追加

チューニング
- アプリケーション全体のチューニング（２） -
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再度、「Oracle Performance Analyzer」を実行

チューニング
- アプリケーション全体のチューニング（３） -
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実行時間を指定し、「開始」ボタンをクリック

チューニング
- アプリケーション全体のチューニング（４） -
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アプリケーションを実行

チューニング
- アプリケーション全体のチューニング（５） -
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レポート取得が完了したら「レポートの表示」で内容を確認

チューニング
- アプリケーション全体のチューニング（６） -
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レポートの内容を確認

チューニング
- アプリケーション全体のチューニング（７） -
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「サーバーエクスプローラ」からレポート履歴を確認

チューニング
- アプリケーション全体のチューニング（８） -
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ハンズオン内容

• .NETとOracle Databaseについて

• Visual Studioを利用したOracle DBアプリ開発
• Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定

• アプリケーションの開発

• ODP.NETを利用したアプリケーションの開発

• Oracle スクリプトの管理

• デバッグ

• PL/SQLのデバッグ

• チューニング

• 単体SQLのチューニング

• アプリケーション全体を通したチューニング

• アプリケーションの配布

• ODP.NETを利用したアプリケーションの配布

• .NET Stored Procedureの配布
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「Visual Studio メニュー」→ビルド→発行をクリック

アプリケーションの配布
- Visual Studioからアプリケーションの発行（１） -

76



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved.

発行先のフォルダを指定

アプリケーションの配布
- Visual Studioからアプリケーションの発行（２） -
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アプリケーションの配布方法を選択

アプリケーションの配布
- Visual Studioからアプリケーションの発行（３） -
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アプリケーションの更新方法を設定

アプリケーションの配布
- Visual Studioからアプリケーションの発行（４） -
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「完了」ボタンクリックで指定フォルダにインストーラーが配布されます。

アプリケーションの配布
- Visual Studioからアプリケーションの発行（５） -
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配布先にODP.NETがインストールされていないと、上記エラーが表示

アプリケーションの配布
- Visual Studioからアプリケーションの発行（６） -
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Oracle Client / 接続ドライバをインストールする
大量に導入する → Instant Client XCopy により効率的な配布が可能

OTN-J からODAC XCOPYバージョンをダウンロード

http://www.oracle.com/technology/global/jp/software/tech/windows/odpnet/index.html
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Oracle Client / 接続ドライバをインストールする
大量に導入する → Instant Client XCopy により効率的な配布が可能

Install.bat でodp.netをインストール

書式）install.bat component_name oracle_home_path oracle_home_name [install_depencents] 

例)    install.bat odp.net4 d:¥app¥oracle¥client Oracle_Client1 true
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Oracle Client / 接続ドライバをインストールする
大量に導入する → Instant Client XCopy により効率的な配布が可能

tnsnames.oraファイルの設定をしていないと上記エラーが表示されます。
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Oracle Client / 接続ドライバをインストールする
大量に導入する → Instant Client XCopy により効率的な配布が可能

ODAC Xcopyで指定したOracle Homeのパスを確認。レジストリエディタでも確認できます。
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Oracle Client / 接続ドライバをインストールする
大量に導入する → Instant Client XCopy により効率的な配布が可能

Oracle_Home/network/admin/tnsnames.ora を記述して保存。
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Oracle Client / 接続ドライバをインストールする
大量に導入する → Instant Client XCopy により効率的な配布が可能

正常にアプリケーションが実行されることを確認
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①ODP.NETを修飾を行わずに使用できるようにImportsステートメントを実行

②OracleConnectionインスタンスの生成

③サービス名、ユーザーID、パスワードをConnectionプロパティに設定

④Openメソッドを実行して、接続を確立する

Imports Oracle.DataAccess.Client

Imports Oracle.DataAccess.Types

Public Class fmMainMenu

Inherits System.Windows.Forms.Form

（略）

Private Sub DbConnect()

Dim conn As New OracleConnection

conn.ConnectionString = "Data Source=orcl;User id=scott;Password=tiger"

conn.Open()

End Sub

①

②

③

④
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ODP.NETからOracle Databaseに接続
- 通常の接続方法 -
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Dim cnn As New OracleConnection

Dim sb As New System.Text.StringBuilder

sb.Append("User Id=scott; Password=tiger;")

sb.Append("Data Source=(DESCRIPTION = (ADDRESS_LIST = ")

sb.Append("(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = localhost)")

sb.Append("(PORT = 1521)))(CONNECT_DATA = (SERVER = DEDICATED)")

sb.Append("(SERVICE_NAME = orcl)));")

cnn.ConnectionString = sb.ToString

cnn.Open()

MsgBox("Connect OK!!")

cnn.Close()

tnsnams.oraの内容
をそのまま記述

ODP.NETからOracle Databaseに接続
- tnsnames.oraを使用しないで接続する方法 -
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ハンズオン内容

• .NETとOracle Databaseについて

• Visual Studioを利用したOracle DBアプリ開発
• Oracle Developer Tools for Visual Studioの設定

• アプリケーションの開発

• ODP.NETを利用したアプリケーションの開発

• Oracle スクリプトの管理

• デバッグ

• PL/SQLのデバッグ

• チューニング

• 単体SQLのチューニング

• アプリケーション全体を通したチューニング

• アプリケーションの配布

• ODP.NETを利用したアプリケーションの配布

• .NET Stored Procedureの配布
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..NET Stored Procedureの配布
－. NET Stored Procedureの作成（１） －

新しいプロジェクトの追加
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「データベース」→「Oracle」→「Visual Basic/Visual C# Oracle CLR Project」を選択

.NET Stored Procedureの配布
－. NET Stored Procedureの作成（２） －
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.NET Stored Procedureを記述後、アプリケーションの実行

.NET Stored Procedureの配布
－. NET Stored Procedureの作成（３） －
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後はデプロイメントウィザードの指示に従ってインストールを実行

.NET Stored Procedureの配布
－. NET Stored Procedureの配布の流れ －
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OTN×ダイセミ でスキルアップ!!

※OTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。
ただ、過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

Oracle Technology Network(OTN)を御活用下さい。

・一般的な技術問題解決方法などを知りたい！
・セミナ資料など技術コンテンツがほしい！

一般的技術問題解決にはOTN掲示版の
「データベース一般」をご活用ください

http://otn.oracle.co.jp/forum/index.jspa?categoryID=2

過去のセミナ資料、動画コンテンツはOTNの
「OTNセミナー オンデマンド コンテンツ」へ

http://www.oracle.com/technology/global/jp/ondemand/otn-seminar/index.html

※ダイセミ事務局にダイセミ資料を請求頂いても、お受けできない可能性がございますので予めご了承ください。
ダイセミ資料はOTNコンテンツ オン デマンドか、セミナ実施時間内にダウンロード頂くようお願い致します。
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OTNセミナー オンデマンド コンテンツ
ダイセミで実施された技術コンテンツを動画で配信中!!

ダイセミのライブ感はそのままに、お好きな時間で受講頂けます。

※掲載のコンテンツ内容は予告なく変更になる可能性があります。
期間限定での配信コンテンツも含まれております。お早めにダウンロード頂くことをお勧めいたします。

OTN オンデマンド

最新情報つぶやき中

oracletechnetjp

・人気コンテンツは？

・お勧め情報

・公開予告 など

96



Copyright© 2011, Oracle. All rights reserved.

Oracle エンジニアのための技術情報サイト

オラクルエンジニア通信
http://blogs.oracle.com/oracle4engineer/

• 技術資料

• ダイセミの過去資料や製品ホワイト
ペーパー、スキルアップ資料などを
多様な方法で検索できます

• キーワード検索、レベル別、カテゴ
リ別、製品・機能別

• コラム

• オラクル製品に関する技術コラムを
毎週お届けします

• 決してニッチではなく、誰もが明日
から使える技術の「あ、そうだったん
だ！」をお届けします 先月はこんな資料が人気でした

 Oracle Database 11gR2 RAC インストレーション・
ガイド ASM 版 Microsoft Windows x86-64

 Oracle Database 11gR2 旧バージョンからのアッ
プグレード

オラクルエンジニア通信

最新情報つぶやき中

oracletechnetjp
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http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承りま
す。

※フォームの入力には、Oracle Direct Seminar申込時と同じ
ログインが必要となります。

※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登
録さ れている連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。

0120－155－096

※月曜~金曜 9:00~12:00、13:00~18:00

（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。

http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

